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特集　シリーズ比較法シンポジウム二〇一八（一）

特
集　

シ
リ
ー
ズ
比
較
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
一
八
（
一
）

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
新
民
商
法
典
に
お
け
る
国
際
私
法
規
定（

（
（

フ
ロ
レ
ン
シ
ア
・
ウ
ェ
ゲ
ル
＝
オ
ス
チ（

（
（ 

山　

口　

詩　

帆
／
訳 

前
田
美
千
代
／
訳 

芳　

賀　

雅　

顯
／
監
修

一　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
国
内
私
法
体
系
の
抜
本
的
改
正
に
よ
っ
て
新
民
商
法
典
に
導
入
さ
れ
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
際
私
法
の
規
範
的
枠
組
み
の

構
成
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
三
つ
の
パ
ー
ト
に
分
け
て
解
説
す
る
。
ま
ず
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
私
法
一
般
の
中
心
的
な
側
面
に
つ
い
て

一　

は
じ
め
に

二　

二
〇
一
四
年
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
新
民
商
法
典
の
一
般
的
構
造

三　

国
際
私
法
規
定

四　

国
内
法
源
と
国
際
法
源
の
関
係



16

法学研究 93 巻 4 号（2020：4）

述
べ
、
続
い
て
、
国
際
私
法
に
関
す
る
具
体
的
な
検
討
に
入
り
、
二
〇
一
四
年
改
正
が
導
入
し
た
特
徴
を
掘
り
下
げ
る
。
そ
し
て
最

後
に
、
米
州
地
域
の
国
際
規
範
と
こ
れ
ら
国
内
法
規
定
と
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て（

（
（

、
と
り
わ
け
、
メ
ル
コ
ス
ー
ル
（M

ERCO
SU

R

）

の
地
域
法
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
規
制
枠
組
み
や
、
米
州
機
構
（O

rganization of A
m

erican States

）
の
下
で
の
国
際
私
法
に
関
す

る
米
州
間
専
門
会
議
（CID

IP-O
EA

）
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
米
州
の
規
範
と
の
関
係
を
分
析
す
る（

（
（

。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら

の
点
に
つ
い
て
網
羅
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
側
面
を
簡
潔
に
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い（

（
（

。

二　

二
〇
一
四
年
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
新
民
商
法
典
の
一
般
的
構
造

1　

法
典
制
定
の
経
緯

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
民
商
法
典（

（
（

は
二
〇
一
五
年
八
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
民
法
及
び
商
法
を
統
合
す
る
計
画
は
、

二
〇
世
紀
半
ば
か
ら
二
一
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
様
々
な
時
期
に
試
み
ら
れ
た
長
い
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
実
現
し
た
。
確
か
に
、
本
法

典
は
、
望
ま
れ
た
統
合
で
あ
り
、
ま
た
複
数
の
法
案
を
通
じ
て
た
び
た
び
試
み
ら
れ
て
き
た
統
合
で
あ
る
が
、
最
終
的
な
国
会
承
認

の
た
め
に
必
要
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
挫
折
し
て
き
た
経
緯
が
あ
っ
た（

（
（

。
そ
の
代
わ
り
に
、
一
八
六
九
年
旧
民
法

典
に
対
し
て
は
、
家
族
法
、
人
に
関
す
る
法
、
責
任
に
関
す
る
法
等
の
重
要
な
分
野
で
、
広
範
な
改
正
が
た
び
た
び
行
わ
れ
て
き
た（

（
（

。

　

こ
の
新
し
い
ツ
ー
ル
を
生
み
出
し
た
法
改
正
の
試
み
に
関
し
て
は
、
と
り
わ
け
、
規
範
の
起
草
段
階
か
ら
そ
の
構
造
を
議
論
す
る

段
階
に
至
る
ま
で
、
法
律
専
門
家
、
学
識
経
験
者
、
司
法
官
、
及
び
全
国
の
国
立
大
学
へ
呼
び
か
け
る
形
で
、
起
草
委
員
会
に
よ
る

召
集
が
行
わ
れ
、
広
範
な
議
論
と
参
加
の
機
会
が
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
特
筆
す
べ
き
民

主
的
開
放
［
訳
者
注
：
立
法
に
際
し
て
多
方
面
か
ら
の
意
見
聴
取
の
機
会
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
］
は
、
国
土
が
広
大
で
あ
る
こ
と
や
、
州

に
よ
っ
て
司
法
制
度
が
大
き
く
異
な
る
こ
と（

（
（

、
並
び
に
地
域
に
よ
っ
て
様
々
な
必
要
性
や
気
質
・
風
土
が
あ
る
こ
と（

（1
（

を
考
え
る
と
、
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非
常
に
有
益
で
あ
っ
た
。

2　

法
令
間
の
相
互
関
連
性

（
一
）　
一
般
法
と
特
別
法
、
人
権
に
関
す
る
国
際
条
約

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
民
商
法
典
は
、
私
法
に
関
す
る
規
定
の
大
部
分
を
定
め
る
と
と
も
に
、
当
該
民
商
法
典
に
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い

そ
の
他
の
国
内
法
と
相
互
に
関
連
性
を
有
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
私
法
体
系
の
中
で
は
、
破
産
制
度
、
商
事

会
社
、
消
費
者
保
護
、
運
送
・
海
商
、
労
働
契
約
、
賃
貸
借
契
約
、
個
人
情
報
保
護
と
い
っ
た
様
々
な
分
野
に
関
す
る
特
別
法
と
と

も
に
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
て
い
る（

（1
（

。
同
様
に
、
民
商
法
典
は
、
憲
法
規
定
、
憲
法
と
同
等
と
さ
れ
た
人
権
に
関
す
る
国
際
規

範
、
条
約
優
位
性
が
認
め
ら
れ
た
国
際
条
約
、
州
憲
法
、
訴
訟
法
及
び
国
内
法
全
般
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
複
雑
な
体
系
は
、

憲
法
が
改
正
さ
れ
た
一
九
九
四
年
か
ら
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
憲
法
改
正
に
よ
り
、
人
権
条
約
全
体
に
対
し
て
憲
法
と
同
等
の

地
位
が
与
え
ら
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
、
市
民
的
、
政
治
的
権
利
、
並
び
に
、
社
会
的
、
経
済
的
及
び
文
化
的
権
利
を
補
完
す
る
形
で
、

環
境
及
び
消
費
者
の
権
利
保
護
に
関
す
る
規
定
が
こ
こ
に
組
み
込
ま
れ
た（

（1
（

。
今
回
の
民
商
法
典
の
改
正
に
よ
っ
て
、
環
境（

（1
（

（
環
境
の

保
全
、
完
全
保
護
及
び
賠
償
に
関
し
て
）
及
び
消
費
者
の
保
護（

（1
（

に
関
す
る
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
小
さ
な
体
系
的
枠
組
み
が
生
じ
る
に

至
っ
た
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
私
法
体
系
に
お
け
る
人
権
の
重
要
性
と
そ
の
効
果
は
、
こ
れ
を
構
成
す
る
規
範
の
多
様
性
と
と
も
に
、

豊
か
な
法
解
釈
及
び
そ
の
実
現
可
能
性
に
寄
与
し
て
お
り
、
明
文
規
定
の
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
権
利
の
承
認
を
可
能

と
し
て
い
る
。

（
二
）　
法
源
対
話
、
公
法
と
私
法

　

国
内
法
令
を
形
作
る
規
範
の
多
様
性
と
の
関
係
で
、
法
令
間
の
矛
盾
を
克
服
す
る
た
め
の
技
術
と
し
て
、「
法
源
対
話（

（1
（

」（diálogo 

de fuentes

）
と
呼
ば
れ
る
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
と
と
も
に
、
様
々
な
レ
ベ
ル
の
法
令
間
の
抵
触
や
、
規
律
の
優
先
関
係
の
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問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
新
し
い
方
法
を
提
供
す
る
と
い
う
、
私
法
体
系
の
最
も
特
徴
的
な
点
も
新
た
に
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

法
源
対
話
と
い
う
概
念
は
、
も
と
も
と
、
ド
イ
ツ
の
法
学
者
エ
リ
ッ
ク
・
ジ
ェ
イ
ム
（Erik Jaym

e

）
の
著
作
に
お
い
て
用
い
ら
れ

た
も
の
で
、
こ
こ
で
強
調
さ
れ
る
の
は
、「
法
令
間
の
矛
盾
・
抵
触
が
、
時
間
（
前
法
・
後
法
）、
特
別
性
（
一
般
法
・
特
別
法
）、
法

の
優
先
順
位
と
い
っ
た
理
由
に
よ
っ
て
、
一
方
が
他
方
を
排
除
す
べ
き
と
す
る
現
代
法
の
仕
組
み
に
対
す
る
代
案
及
び
克
服
の
理
論

化
」
と
い
う
点
で
あ
る（

（1
（

。
本
来
は
、
抵
触
法
ル
ー
ル
の
連
携
の
た
め
に
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
国
内
法
領
域
に
お
け
る
類
似

の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
か
か
る
理
論
は
国
内
法
の
立
法
者
に
よ
っ
て
再
び
光
が
当
て
ら
れ
、
規
範
対
立
の
体
系
的
解
決
を
提
供

す
る
も
の
と
な
っ
た（

（1
（

。
こ
の
点
を
指
摘
す
る
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
の
注
釈
者
や
起
草
者
は
、「
法
体
系
の
観
点
か
ら
、
民
商
法
典
は
、

私
法
の
よ
り
現
代
的
、
現
実
主
義
的
及
び
人
間
中
心
主
義
的
な
一
連
の
再
解
釈
を
実
現
す
る
意
味
を
持
ち
、
つ
ま
り
、
真
の
意
味
で

の
『
法
源
対
話
』
を
内
在
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
、
諸
法
令
の
解
釈
及
び
適
用
に
対
し
明
ら
か
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
も

の
と
な
る
」
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
同
様
の
観
点
か
ら
、
こ
の
立
場
は
公
法
と
私
法
の
規
律
に
つ
い
て
も
相
互
の
関
連
性
を
承
認
し
、
と

り
わ
け
両
者
の
「
諸
原
則
の
連
携
及
び
互
換
性
」
の
承
認
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る（

（2
（

。

（
三
）　
民
商
法
典
序
編
と
法
源
対
話

　

民
商
法
典
の
冒
頭
の
諸
規
定
は
、
序
編
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
下
で
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
起
草
委
員
会
に
よ
れ
ば
、

「
法
典
全
体
に
対
し
て
一
般
的
意
義
を
与
え
る
機
能
を
果
た
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
序
編
が
、
民
商
法
典
を
特
徴
づ
け
る
と
と
も
に
、

多
く
の
解
釈
上
の
問
題
を
克
服
し
、
法
の
欠
缺
を
埋
め
る
枠
組
み
と
し
て
役
立
つ
核
と
な
る
」
も
の
と
さ
れ
る（

（2
（

。
こ
れ
は
、
複
雑
な

法
源
体
系
に
対
し
て
、
法
律
実
務
家
の
側
で
の
調
整
を
必
要
と
す
る
諸
原
則
及
び
諸
規
則
に
基
づ
く
法
の
一
般
的
方
針
を
示
す
も
の

で
、
複
雑
な
法
源
体
系
の
下
で
は
し
ば
し
ば
法
源
対
話
を
行
う
必
要
が
生
じ
る（

（2
（

。

　

全
一
八
か
条
か
ら
成
る
民
商
法
典
序
編
の
重
要
性
は
、
民
商
法
典
の
範
囲
の
み
に
留
ま
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
前
述
の
と
お
り
特
別

法
と
し
て
規
律
さ
れ
、
民
商
法
典
に
取
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
法
律
関
係
に
も
民
商
法
典
序
編
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（

（2
（

。
こ
の
国



19

特集　シリーズ比較法シンポジウム二〇一八（一）

内
法
令
を
構
成
す
る
規
範
全
体
の
諸
規
定
に
お
け
る
調
和
と
連
携
の
機
能
は
、
特
に
裁
判
官
の
立
場
・
あ
り
方
に
影
響
を
及
ぼ
す
。

法
源
及
び
法
の
適
用
、
法
律
の
解
釈
準
則
、
並
び
に
、
十
分
に
根
拠
づ
け
ら
れ
た
判
断
を
通
し
て
判
決
を
出
す
べ
き
裁
判
官
の
義
務

を
定
め
る
一
条
な
い
し
三
条
は
特
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
信
義
誠
実
、
―
―
支
配
的
地
位
の
濫
用
と
は
異
な
る
類
型

の
―
―
権
利
濫
用
、
国
内
法
上
の
公
序
良
俗
及
び
法
律
回
避
、
権
利
放
棄
、
並
び
に
、
個
別
的
諸
権
利
及
び
集
団
的
権
利
の
承
認
と

い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
私
法
体
系
に
共
通
の
原
則
及
び
制
度
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

三　

国
際
私
法
規
定

1　

民
商
法
典
制
定
以
前
と
以
後

　

国
際
私
法
に
関
す
る
規
範
に
つ
い
て
、
今
回
の
民
商
法
典
の
制
定
以
前
は
、
国
際
私
法
に
特
化
し
た
体
系
的
法
令
も
な
く
、
各
種

民
事
法
や
商
事
法
の
様
々
な
章
や
節
に
定
め
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
廃
止
さ
れ
た
一
八
六
九
年
旧
民
法
が

「
効
力
を
有
し
て
い
た
」
時
に
な
さ
れ
た
応
急
的
な
解
決
の
多
く
が
、
判
例
又
は
学
説
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
起
草

委
員
会
に
よ
っ
て
新
し
い
規
律
と
し
て
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
民
商
法
典
の
規
定
の
多
く
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
は
、
法
律
実
務
家
に
よ
っ
て
よ
く
知
ら
れ
た
権
利
及
び
義
務
を
再
確
認
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、

法
源
の
体
系
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
憲
法
の
構
成
に
従
っ
た
国
内
法
と
国
際
法
の
関
係
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
改
正
は
、
国
際
私
法
の
総
則
規
定
を
第
六
款
第
四
編
第
一
章
に
統
合
し
、
特
別
な
関
係
の
た
め
の
特
定
の
準
拠
法
ル
ー
ル

に
つ
い
て
は
同
巻
同
編
第
四
章
以
下
で
一
六
の
節
に
振
り
分
け
た
こ
と
で
、
廃
止
さ
れ
た
法
典
に
お
い
て
国
際
私
法
の
規
範
が
散
逸

し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
た
複
雑
さ
を
大
い
に
わ
か
り
や
す
く
し
た
。
起
草
委
員
会
に
よ
り
召
集
さ
れ
た
全
体
委
員
会
の

方
針
に
従
い
、
か
つ
国
内
法
規
範
と
の
調
和
に
お
い
て
、
新
法
典
に
含
ま
れ
得
る
い
く
つ
か
の
分
野
が
、
そ
の
枠
外
に
置
か
れ
た
。
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そ
の
よ
う
な
例
が
、
商
事
会
社
、
破
産
手
続
、
運
送
、
労
働
契
約
、
及
び
外
国
判
決
の
域
外
的
効
力
（
仲
裁
判
断
で
あ
る
か
国
家
裁
判

所
に
よ
る
判
決
で
あ
る
か
を
問
わ
な
い
）
で
あ
る
。

　

国
内
的
法
源
で
あ
る
国
際
私
法
は
、
取
引
関
係
の
分
野
に
お
け
る
当
事
者
自
治
を
幅
広
く
認
め
る
こ
と
を
維
持
す
る
一
方
で
、
家

族
関
係
や
未
成
年
者
の
よ
う
な
繊
細
な
テ
ー
マ
、
並
び
に
、
消
費
者
関
係
（
不
法
行
為
）
及
び
消
費
者
契
約
に
お
け
る
当
事
者
自
治

の
可
能
性
を
制
限
し
て
い
る
。
ま
た
、
民
事
及
び
商
事
手
続
の
規
律
に
関
す
る
州
の
権
限
を
侵
害
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
各
州
で

相
違
し
て
い
る
訴
訟
法
典
の
調
和
を
各
州
に
義
務
付
け
る
手
続
的
内
容
を
含
む
規
定
が
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
点
で
あ
る
。

2　

国
際
私
法
規
定
の
各
論
的
分
析

（
一
）　
国
際
私
法
規
定
の
対
象

　

第
六
巻
第
四
編
「
国
際
私
法
規
定
」
に
含
ま
れ
た
規
定
に
関
し
て
は
、
当
該
国
際
私
法
の
規
律
に
お
い
て
強
調
す
べ
き
面
は
様
々

あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
国
際
私
法
の
総
則
部
分
及
び
商
事
契
約
・
消
費
者
契
約
を
含
む
契
約
に
つ
い
て
い
く
つ
か
言
及
す
る
に
留
め

る
。

　

周
知
の
と
お
り
、
国
際
私
法
は
、
私
法
関
係
の
多
国
籍
化
に
固
有
の
三
つ
の
問
題
の
解
決
に
関
わ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
際
裁
判
管

轄
（com

petencia internacional

）
の
決
定
、
準
拠
法
（derecho aplicable

）
の
決
定
、
及
び
外
国
判
決
の
承
認
・
執
行
（eficacia 

extraterritorial de las decisiones extranjeras

）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
大
き
な
分
野
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
の
機
能
を
果
た
す

た
め
に
秩
序
付
け
ら
れ
た
大
量
の
ル
ー
ル
及
び
原
則
を
有
し
て
お
り
、
し
ば
し
ば
、
国
際
私
法
の
統
一
を
目
指
す
各
種
国
際
会
議

（
ハ
ー
グ
国
際
私
法
会
議
、U

N
ID

RO
IT

、U
N

CIT
RA

L

等
）
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
様
々
な
法
源
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い

る
。
統
合
さ
れ
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
民
商
法
典
は
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
最
初
の
二
つ
の
問
題
を
規
律
し
て
い
る
が
（
国
際
司
法
共
助
に

関
す
る
諸
規
律
を
含
む
）、
外
国
判
決
の
承
認
及
び
執
行
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い（

（2
（

。
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（
二
）　
準
拠
法

　

準
拠
法
に
関
し
て
は
、
外
国
法
の
適
用
（
法
慣
習
理
論
、
反
致
を
採
用
）、
国
際
的
強
行
規
定
及
び
法
律
回
避
に
対
す
る
解
決
を
規

定
し
て
い
る
も
の
の
、
法
性
決
定
（calificaciones

）
に
関
す
る
規
定
を
置
い
て
い
な
い（

（2
（

。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
極
め
て
特

徴
的
で
あ
る
の
は
、
渉
外
事
案
の
準
拠
法
を
定
め
る
規
範
が
第
四
編
「
国
際
私
法
規
定
」
第
一
章
「
総
則
規
定
」
の
初
め
に
置
か
れ

た
こ
と
で
あ
り
（
二
五
九
四
条
）、
こ
れ
は
、
本
法
典
序
編
一
条
所
定
の
法
源
の
多
様
性
を
回
復
し
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
国
際
的
取
引

に
適
用
さ
れ
る
法
源
の
多
様
性
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
三
）　
国
際
裁
判
管
轄

　

同
様
に
、
国
際
裁
判
管
轄
の
分
野
に
お
い
て
は
す
で
に
、
民
商
法
典
は
、
国
内
法
規
範
に
優
先
し
て
法
律
関
係
に
適
用
さ
れ
る
国

際
条
約
の
存
在
を
改
め
て
言
及
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
ず
裁
判
管
轄
の
法
源
を
指
定
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
る
（
二
六
〇
一
条
）。

続
け
て
、
法
廷
地
選
択
の
合
意
、
緊
急
管
轄
、
国
際
司
法
共
助
の
ル
ー
ル
、
訴
訟
救
助
、
当
事
者
平
等
、
保
全
処
分
、
及
び
重
複
起

訴
の
た
め
の
ル
ー
ル
を
詳
細
に
述
べ
、
裁
判
管
轄
の
一
般
ル
ー
ル
を
定
め
て
い（

（2
（

る（
（2
（

。

（
四
）　
契
約
一
般
及
び
消
費
者
契
約

　

契
約
一
般
及
び
消
費
者
契
約
の
分
野
に
お
い
て
は
、
私
法
の
統
合
に
よ
っ
て
、
か
か
る
体
系
は
様
々
な
契
約
の
種
類
を
区
別
し
、

各
契
約
関
係
の
解
釈
及
び
当
事
者
自
治
の
範
囲
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
別
規
定
を
割
り
当
て
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
必
要
が

あ
る（

（2
（

。
立
法
者
は
弱
者
を
保
護
す
る
点
を
最
も
重
視
し
、
そ
の
た
め
当
事
者
自
治
に
対
し
て
は
大
き
な
制
限
が
課
さ
れ
、
ま
た
当
事

者
に
よ
っ
て
こ
の
制
限
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
際
契
約
に
関
す
る
節
で
は
、
対
等
当
事
者
間
の
契
約

（
二
六
五
〇
条
な
い
し
二
六
五
三
条
）
と
消
費
者
契
約
（
二
六
五
四
条
及
び
二
六
五
五
条
）
と
は
区
別
し
て
規
律
さ
れ
て
お
り
、
事
案
に

従
い
当
事
者
自
治
に
大
き
な
制
限
が
か
け
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

裁
判
管
轄
の
分
野
で
は
、（
二
六
〇
五
条
所
定
の
条
件
に
従
い
）
外
国
の
裁
判
官
又
は
仲
裁
人
（árbitro

）
の
管
轄
に
委
ね
る
こ
と
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で
、
契
約
一
般
に
つ
い
て
、
紛
争
解
決
の
た
め
に
法
廷
地
の
選
定
合
意
を
確
立
す
る
手
段
が
創
設
さ
れ
て
い
る
。
合
意
が
な
い
場
合

に
は
、
民
商
法
典
二
六
五
〇
条
所
定
の
規
則
に
よ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
被
告
の
住
所
地
又
は
常
居
所
地
―
―
被
告
が

複
数
の
場
合
は
被
告
の
い
ず
れ
か
の
住
所
地
又
は
常
居
所
地
―
―
、
い
ず
れ
か
の
サ
ー
ビ
ス
の
履
行
地
及
び
法
律
行
為
に
関
与
し
た

支
店
、
支
社
又
は
代
理
店
の
住
所
地
で
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

消
費
者
契
約
に
つ
い
て
は
事
情
が
異
な
る
。
こ
の
分
野
で
は
、
裁
判
管
轄
の
合
意
が
明
文
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
消
費
者
が
原
告

の
場
合
に
は
、
管
轄
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
選
択
肢
が
数
多
く
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
消
費
者
が
被
告
の
場
合
は
、
こ
れ
と
は
反
対

に
そ
の
選
択
肢
が
大
幅
に
減
少
す
る
（
二
六
五
四
条
）。

　

準
拠
法
決
定
に
つ
い
て
は
、
強
行
規
定
、
国
内
法
へ
の
法
律
回
避
及
び
国
際
私
法
上
の
公
序
違
反
に
関
す
る
制
限
を
受
け
る
も
の

の
、
準
拠
法
を
分
割
し
た
り
、
明
示
又
は
黙
示
に
よ
る
準
拠
法
の
変
更
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
取
引
の
自
由
は
事
実
上
完
全

に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
抵
触
法
規
定
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
法
の
適
用
に
代
え
て
、
準
拠
法
（norm

as aplicables

）
を
指
定
し
た

り
、
国
際
取
引
法
の
慣
習
の
適
用
を
指
定
す
る
と
い
っ
た
可
能
性
さ
え
認
め
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
当
事
者
に
よ
る
法
の
選
択
が
な
い
場
合

に
は
、
対
話
者
間
契
約
で
は
履
行
地
の
法
律
及
び
慣
習
（
二
六
五
二
条
）
が
準
拠
法
と
し
て
定
め
ら
れ
、
ま
た
、「
裁
判
官
に
対
し
、

当
事
者
の
請
求
に
よ
り
、
当
該
法
律
関
係
が
よ
り
密
接
な
関
連
性
を
有
す
る
国
家
法
の
適
用
を
命
ず
る
こ
と
を
認
め
る
」
例
外
条
項

が
含
ま
れ
る
（
二
六
五
三
条（

（3
（

）。

　

消
費
者
契
約
に
関
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
特
殊
性
が
み
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
国
内
規
則
で
は
確
か
に
概
念
規
定
が
お
か
れ
て
い

る
も
の
の
、
国
際
的
な
消
費
者
関
係
に
つ
い
て
は
、
別
途
独
立
し
て
法
性
決
定
（calificación autónom

a

）
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い

点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
裁
判
管
轄
に
関
し
て
も
、
法
律
関
係
の
弱
者
保
護
に
お
い
て
立
法
者
が
規
定
し
た
準
拠
法
規
範
の
変
更
が

不
可
能
で
あ
る
こ
と
と
同
様
の
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
消
費
者
関
係
を
規
律
す
べ
き
準
拠
法
の
決
定
に
つ
い
て
は
、「
契
約
債

務
の
準
拠
法
に
関
す
る
二
〇
〇
八
年
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
第
六
条
の
ル
ー
ル
に
倣
い
」、
能
動
的
消
費
者
と
受
動
的
消
費
者
と
の
間
で
区
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別
が
み
ら
れ
る（

（3
（

。

四　

国
内
法
源
と
国
際
法
源
の
関
係

1　

モ
ン
テ
ビ
デ
オ
条
約
、
メ
ル
コ
ス
ー
ル
規
定
、
米
州
間
専
門
会
議
と
の
関
係

　

最
後
に
、
国
際
私
法
規
定
と
、
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
条
約
、
メ
ル
コ
ス
ー
ル
の
諸
規
定（

（3
（

及
び
米
州
国
際
私
法
専
門
会
議
と
い
っ
た
米
州

地
域
間
の
国
際
規
範
と
の
連
続
性
ま
た
は
関
連
性
に
つ
い
て
示
し
て
い
く（

（3
（

。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
と
の
関
係
で
、
手
短
に
、

国
際
私
法
一
般
及
び
契
約
関
係
の
問
題
を
中
心
に
述
べ
る
。

　

実
際
、
国
内
法
源
の
立
法
に
あ
た
っ
て
、
立
法
者
は
、
普
遍
的
・
地
域
的
を
問
わ
ず
国
際
法
源
を
参
照
す
る
と
と
も
に
、
国
内
立

法
に
加
え
て
、
モ
デ
ル
法
又
は
諸
原
則
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
・
ロ
ー
法
源
及
び
国
際
商
事
慣
習
を
も
利
用
し
た（

（3
（

。

　

一
例
と
し
て
強
調
す
べ
き
は
、
国
際
私
法
の
一
般
規
範
に
関
す
る
米
州
条
約
（Convención Interam

ericana sobre N
orm

as 

Generales de D
erecho Internacional Privado

）
の
中
で
採
用
さ
れ
た
、
外
国
法
の
適
用
の
た
め
の
法
慣
習
理
論
を
明
文
で
取
り

込
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
実
際
に
、
こ
の
規
程
及
び
一
八
八
九
年
の
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
条
約
の
追
加
議
定
書
は
、
現
行
法
二
五
九
五
条
を

起
草
す
る
た
め
の
法
源
と
な
っ
た
。
本
条
は
、
す
で
に
改
正
以
前
か
ら
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
裁
判
所
が
採
用
し
て
い
た
外
国
法
の
適

用
に
関
す
る
よ
り
現
代
的
な
見
方
を
明
文
化
し
た
も
の
で
あ
る（

（3
（

。

　

裁
判
管
轄
、
及
び
法
定
の
管
轄
裁
判
所
と
は
異
な
る
裁
判
所
を
指
定
す
る
自
由
に
関
し
て
、
地
域
的
国
際
法
源
（fuentes 

internacionales regionales

）
及
び
米
州
機
構
の
様
々
な
経
験
に
よ
っ
て
、
国
家
領
域
外
で
下
さ
れ
た
判
決
の
利
用
を
保
証
し
得
る

的
確
か
つ
妥
当
な
判
断
基
準
が
つ
く
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
国
際
規
範
の
重
要
性
を
示
す
も
の
と
し
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
際
商
事
仲

裁
規
則
が
、
商
事
仲
裁
及
び
仲
裁
判
断
の
承
認
と
効
果
に
関
す
る
米
州
規
範
と
調
和
す
る
形
でU

N
CIT

RA
L

仲
裁
モ
デ
ル
法
を
基
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礎
と
し
て
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
、
当
該
分
野
で
は
、
米
州
規
範
に
よ
る
解
決
を
国
内
慣
習
に
適
合
さ
せ
て
い
る（

（3
（

。

2　

法
源
対
話
の
重
要
性

　

民
商
法
典
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
た
私
法
の
大
改
正
後
の
国
際
契
約
に
関
し
て
は
、
二
六
五
一
条
が
、
詳
細
か
つ
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

の
伝
統
及
び
国
際
契
約
の
準
拠
法
に
関
す
る
米
州
条
約
（Convención Interam

ericana

）
に
お
い
て
具
体
化
さ
れ
た
解
決
策
と
整

合
す
る
形
で
、
当
該
自
治
の
行
使
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
消
費
者
契
約
に
関
し
て
は
、
提
供
さ
れ
た
解
決
策
は
、

多
く
の
国
際
規
定
及
び
国
内
法
令
に
お
い
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
国
際
私
法
の
分
野
に
お
い
て
お
そ
ら
く
最
も
あ

り
ふ
れ
た
規
範
の
相
互
関
係
は
、
民
商
法
典
の
改
正
を
通
じ
て
さ
ら
に
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
国
内
法
の
代
わ
り
に

適
用
す
べ
き
国
際
法
源
の
存
在
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
は
な
く
、
か
か
る
法
源
が
国
内
法
律
関
係
に
お
い
て
さ
え
重
要
性

を
有
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
国
際
私
法
体
系
の
改
正
以
降
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
け
る
司
法
判
決
及
び
私
法
上
の
法
律
関
係

の
規
律
に
つ
い
て
の
新
し
い
モ
デ
ル
が
機
能
し
始
め
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
国
内
規
範
及
び
国
際
規
範
の
総
体
の
承

認
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
規
範
の
総
体
の
相
互
関
連
性
が
、
上
述
の
法
源
対
話
に
基
づ
い
て
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、

こ
の
こ
と
は
、
国
内
法
律
関
係
に
も
国
際
法
律
関
係
に
も
等
し
く
影
響
を
与
え
る
も
の
と
な
る（

（3
（

。

（
1
）　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
法
講
座
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
、
シ
リ
ー
ズ
比
較
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
一
八
（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
、
二
〇

一
八
年
七
月
）
に
お
け
る
講
演
に
基
づ
く
論
文
で
あ
る
。

（
2
）　

リ
ト
ラ
ル
国
立
大
学
法
学
部
国
際
私
法
助
教
。

（
3
）　

民
商
法
典
と
米
州
地
域
の
国
際
規
範
と
の
結
び
つ
き
及
び
そ
の
包
括
的
側
面
に
関
し
て
は
、S

O
ZZO, Gonzalo, 

“Códex global: la 
dim

ensión global del nuevo Código Civil y Com
ercial de la N

ación
”, Jurisprudencia A

rgentina, 18/05/2016

参
照
。
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（
4
）　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
際
私
法
及
び
米
州
に
お
け
る
法
典
編
纂
に
関
し
て
、
網
羅
的
で
は
な
い
も
の
の
、
以
下
を
参
照
。F

ERN
Á
N
D
EZ 

A
rroyo, D

iego P., La codificación del D
erecho Internacional Privado en A

m
érica Latina, M

adrid, Beram
ar, Eurolex, 

1 994; N
A
JU
RIET

A M
aría Susana, 

“La codification du droit international Privé dans la République A
rgentine

”, en: 
F
A
U
V
A
RQ
U
E-C

O
SSO

N, Bénédicte / Fe
RN
Á
N
D
EZ A

RRO
Y
O, D

iego P. / M
O
N
ÉGER, Jöel 

（D
irs.

）, C
odification du droit 

international privé et évolution du D
roit de l

’arbitrage, Paris, Colloque, 2014.

（
5
）　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
際
私
法
の
改
正
に
お
け
る
特
徴
的
な
原
則
を
掘
り
下
げ
る
に
は
、F

ERN
Á
N
D
EZ A

RRO
Y
O, D

iego P., 

“Main 
Characteristics of the N

ew
 Private International Law

 of the A
rgentinian Republic

”, R
abelsZ, vol. 80, 2016, pp. 130-

150

参
照
。
ま
た
同
巻
で
は
ド
イ
ツ
語
で
執
筆
さ
れ
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
際
私
法
規
範
に
関
す
る
論
文
も
収
録
さ
れ
て
い
る
（R

abelsZ, 
vol. 80, 2016, pp. 158-179

）。

（
6
）　

二
〇
一
四
年
一
〇
月
七
日
承
認
、
同
月
八
日
官
報
掲
載
の
法
律
第
二
六
九
九
四
号
。
ス
ペ
イ
ン
語
の
原
文
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン 

立
法
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（http://servicios.infoleg.gob.ar/infolegInternet/

anexos/235000-239999/235975/norm
a.htm

）。
同
法
典
は
二
〇
一
五
年
八
月
一
日
に
国
内
全
域
に
お
い
て
施
行
さ
れ
た
。

（
7
）　

一
九
二
六
年
、
一
九
三
六
年
及
び
一
九
六
四
年
の
民
法
改
正
法
案
、
並
び
に
、
一
九
八
六
年
（
一
九
九
一
年
に
国
会
承
認
さ
れ
た
も

の
の
、
後
に
行
政
権
に
よ
り
拒
否
権
行
使
）、
一
九
九
三
年
及
び
一
九
九
八
年
の
民
商
法
統
一
法
案
が
あ
る
。

（
8
）　

と
り
わ
け
、
一
九
六
八
年
改
正
（
法
律
第
一
七
七
一
一
号
）、
一
九
八
五
年
改
正
（
法
律
第
二
三
二
六
四
号
）、
及
び
一
九
八
七
年
改

正
（
法
律
第
二
三
五
一
五
号
）
が
重
要
で
あ
っ
た
。

（
9
）　

域
内
政
治
組
織
（organización político-territorial
）
と
の
関
係
で
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
は
、
州
裁
判
権
に
対
し
て
、
州

の
訴
訟
法
典
を
制
定
す
る
権
限
及
び
所
有
権
登
記
の
機
能
を
規
律
す
る
権
限
を
含
む
、
国
家
に
委
任
さ
れ
な
い
一
連
の
権
限
を
認
め
て
い

る
連
邦
国
家
で
あ
る
。
な
お
、
天
然
資
源
そ
の
他
の
利
用
及
び
保
護
も
ま
た
、
州
の
権
限
と
な
っ
て
い
る
。

（
10
）　

司
法
人
権
省
（M

inisterio de Justicia y D
erechos H

um
anos de la N

ación, https://w
w

w
.justicia2020.gob.ar/eje-

civil/

）、
最
高
裁
判
所
の
司
法
情
報
セ
ン
タ
ー
（w

w
w

.cij.gov.ar

）、
及
び
新
民
法
典
（http://w

w
w

.nuevocodigocivil.com
/

）
の

各
サ
イ
ト
参
照
。
こ
れ
ら
三
つ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
、
判
例
及
び
学
説
に
関
す
る
重
要
な
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
司
法
サ
ー
ビ
ス
改

正
の
た
め
の
市
民
参
加
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
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（
11
）　

す
べ
て
の
国
内
規
範
は
、w

w
w

.infoleg.gov.ar

（
ス
ペ
イ
ン
語
）
に
お
い
て
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
12
）　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
け
る
法
律
の
優
先
関
係
は
、
憲
法
と
同
等
と
み
な
さ
れ
る
条
約
だ
け
で
な
く
、
ま
だ
こ
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い

な
い
条
約
で
は
あ
る
が
人
権
に
関
す
る
問
題
に
言
及
す
る
条
約
に
つ
い
て
も
、
国
会
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
手
続
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
限
り
、

条
約
優
位
性
を
認
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
諸
規
定
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
は
、
国
家
が
署
名
し
た
そ
の
他
の
国
際
条
約
が
法
律
よ
り
も
優

先
し
、
そ
れ
ら
の
国
際
条
約
間
の
優
先
順
位
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

⒜�　

憲
法
と
同
等
と
さ
れ
た
国
際
条
約
（
憲
法
七
五
条
二
二
項
所
定
の
条
約
、
又
は
同
条
所
定
の
制
度
に
よ
り
か
か
る
性
質
に
達
し
た

条
約
）、

　

⒝　

憲
法
七
五
条
二
二
項
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
、
署
名
・
批
准
さ
れ
た
人
権
に
関
す
る
そ
の
他
の
条
約
、

　

⒞　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
と
の
地
域
統
合
条
約
（
憲
法
七
五
条
二
四
項
第
一
部
分
）、

　

⒟　

他
地
域
と
の
地
域
統
合
条
約
（
憲
法
七
五
条
二
四
項
第
二
部
分
）、

　

⒠　

国
際
条
約
（
法
律
よ
り
上
位
の
条
約
、
憲
法
七
五
条
二
二
項
）、

　

⒡　

州
が
署
名
し
得
る
国
際
条
約
（
憲
法
一
二
四
条
）、

　

⒢　

二
国
間
投
資
協
定
、
行
政
協
定
等
の
そ
の
他
の
条
約
。

（
13
）　

こ
こ
で
は
、
法
源
対
話
が
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
法
を
形
成
す
る
規
範
が
過
剰
で
あ
る
と
の
認
識
に
関
し
て
だ
け
で
な
く
、
と
り
わ
け
、

調
和
し
た
形
で
こ
れ
ら
の
規
定
の
機
能
に
対
し
て
そ
の
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、「
よ
り
複
雑
な
こ
と
―
―
そ
し
て
重
要
な
こ
と
―
―
は
機
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
法
源
の
急
増
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
実
務
家
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
相
互
関
連
操
作
の
増
加
に
よ
り
法
源
対
話
が
生
み
出
す
全
体
的
結
果
な
の
で
あ

る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
様
々
な
異
な
る
体
系
間
に
線
が
引
か
れ
な
い
相
互
作
用
は
、
様
々
な
分
野
に
お
け
る
『
法
律
』
の
発
展
の
問
題
を

生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
帰
結
と
し
て
は
、
私
法
『
体
系
』
が
よ
り
複
雑
で
あ
り
、
民
法
典
に
限
ら
れ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
私
法
分

野
の
法
律
実
務
家
は
、
そ
の
日
々
の
実
務
に
お
い
て
、
民
法
典
で
は
な
い
別
の
法
源
の
分
析
を
取
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。」（S

O
ZZO, Gonzalo, 

“El diálogo de fuentes en el derecho del consum
idor argentino

”, R
evista de D

erecho de 
D

años, 2016- 1, pp. 223-292, 

次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
参
照
。http://w

w
w

.justiciasantafe.gov.ar/ckfinder/userfiles/files/centro-de-
capacitacion-judicial/actividades-2017/4355.pdf

）
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（
14
）　

環
境
に
関
す
る
規
範
が
膨
大
に
存
在
す
る
が
、
国
家
環
境
政
策
の
支
柱
の
一
つ
と
し
て
、
法
律
第
二
五
六
七
五
号
「
環
境
の
持
続
可

能
か
つ
適
切
な
管
理
の
達
成
、
生
物
多
様
性
の
維
持
及
び
持
続
可
能
な
発
展
の
実
施
の
た
め
の
最
低
限
目
標
（Presupuestos 

m
ínim

os para el logro de una gestión sustentable y adecuada del am
biente, la preservación y protección de la 

diversidad biológica y la im
plem

entación del desarrollo sustentable

）」（http://servicios.infoleg.gob.ar/
infolegInternet/anexos/75000-79999/79980/norm

a.htm

）
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
15
）　
「
消
費
者
保
護
」
に
関
す
る
法
律
第
二
四
二
四
〇
号
は
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
規
律
の
中
心
軸
で
あ
り
、
か
つ
当
該
分
野
に
関
す
る

そ
の
他
の
諸
規
定
と
関
連
す
る
。
消
費
者
法
分
野
の
そ
の
他
の
法
令
に
つ
い
て
はhttps://w

w
w

.argentina.gob.ar/produccion/
consum

idor/leyes 
参
照
。
ま
た
法
律
第
二
四
二
四
〇
号
全
文
に
つ
い
て
はhttp://servicios.infoleg.gob.ar/infolegInternet/

anexos/0-4999/638/texact.htm

参
照
。

（
16
）　

と
り
わ
け
消
費
者
法
分
野
に
お
け
る
法
源
対
話
の
適
用
に
関
す
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
内
法
に
つ
い
て
は
、
特
にS

O
ZZO, Gonzalo, 

“El diálogo de fuentes en el derecho del consum
idor argentino

”, R
evista de D

erecho de D
años, 2016- 1, Rubinzal 

Culzoni, pp. 223-292

参
照
。

（
17
）　S

O
ZZO, Gonzalo, 

“El diálogo de fuentes en el derecho del consum
idor argentino

”, R
evista de D

erecho de D
años, 

2016- 1, pp. 223-292, 

次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
参
照
。http://w

w
w

.justiciasantafe.gov.ar/ckfinder/userfiles/files/centro-de-capacitacion-
judicial/actividades-2017/4355.pdf

（
18
）　

ハ
ー
グ
国
際
法
ア
カ
デ
ミ
ー
（A

cadem
ia de la H

aya de D
erecho Internacional

）
で
行
わ
れ
た
一
般
講
義
（Curso 

General

）
に
お
い
て
、Jaym

e

教
授
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
国
際
私
法
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
、
最
も
重

要
な
事
象
は
、
法
律
の
抵
触
の
解
決
が
、
最
も
不
均
質
な
法
源
間
の
対
話
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
権
、
憲
法
、

国
際
条
約
、
国
内
法
制
と
い
っ
た
こ
れ
ら
す
べ
て
の
法
源
は
、
相
互
に
排
斥
さ
れ
な
い
。
裁
判
官
は
こ
れ
ら
の
法
源
の
内
容
を
踏
ま
え
た

上
で
連
携
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。」（J A

Y
M
E, Erik, 

“Identité culturelle et intégration: le droit international 
privé postm

oderne

”, Collected Courses of the H
ague A

cadem
y of International Law

., vol. 251, 1995, p. 259.

）

（
19
）　H

ERRERA, M
arisa / C

A
RM
ELO, Gustavo, 

“Com
entario al artículo 2º

”, en: H
ERRERA, M

arisa / C
A
RM
ELO, Gustavo/ 

P
ICA
SSO, Sebastián, Código Civil y Com

ercial Com
entado, t. I, Buenos A

ires, Infojus, p. 16, 2015.
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（
20
）　

私
法
の
新
体
系
に
お
け
る
憲
法
へ
の
各
種
言
及
は
、
か
つ
て
沈
黙
さ
れ
て
き
た
対
話
の
強
化
を
模
索
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関

し
て
次
の
よ
う
な
指
摘
も
見
ら
れ
る
。「（
民
商
法
典
に
よ
り
）
憲
法
と
民
商
法
典
間
の
明
示
的
対
話
が
強
化
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、（
廃

止
さ
れ
た
）
民
法
典
が
採
用
し
て
い
た
立
場
と
全
く
反
対
の
立
場
で
あ
る
」（H
ERRERA, M

arisa / C
A
RM
ELO, Gustavo, 

“Com
entario 

al artículo 1º

”, en: H
ERRERA, M

arisa / C
A
RM
ELO, Gustavo/ P

ICA
SSO, Sebastián, Código Civil y Com

ercial Com
entado, t. 

I, Buenos A
ires, Infojus, p. 10, 2015

）。

（
21
）　
「
第
一
の
帰
結
は
、
憲
法
及
び
人
権
に
関
す
る
条
約
を
含
め
た
広
義
の
憲
法
規
範
を
私
法
と
関
連
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

序
編
に
お
い
て
、
憲
法
規
範
が
取
り
上
げ
る
の
と
同
一
の
典
型
的
諸
類
型
で
あ
り
、
か
つ
以
前
に
は
法
典
に
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
も
の

が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
」（
…
…
）「
第
二
の
帰
結
は
、
私
法
の
み
な
ら
ず
全
て
の
法
体
系
に
関
す
る
総
則
部
を
構
成
す
る
こ
と
で
あ

る
」（L

O
REN

ZET
T
I, Ricardo L., Fundam

entos de D
erecho privado. Código Civil y Com

ercial de la N
ación A

rgentina, 
Buenos A

ires, La Ley, 2016, p. 21

）。

（
22
）　

法
典
統
合
の
た
め
の
起
草
委
員
会
委
員
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
法
典
は
、
そ
の
固
有
の
法
文
を
超
え
て
多
様
な
法
源
に
言
及

す
る
こ
と
に
よ
り
、
合
理
的
に
根
拠
づ
け
ら
れ
た
司
法
判
決
の
必
要
性
を
定
め
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
多
様
な
法
源
間
の
必
然
的
対
話

に
結
び
付
く
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
理
由
に
よ
っ
て
、
当
該
分
野
に
お
い
て
は
、
憲
法
、
法
律
、
人
権
に
関
す
る
条
約
、
及
び
規
範
の
目

的
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
る
（
一
条
）。
さ
ら
に
、
法
律
が
そ
の
文
言
、
目
的
に
加
え
て
、
当
該
法
令
と
一
貫
性
を

有
す
る
類
似
法
、
人
権
に
関
す
る
諸
規
定
、
諸
原
則
及
び
法
的
価
値
を
考
慮
し
て
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
る
（
二

条
）。
最
後
に
、
十
分
に
根
拠
づ
け
ら
れ
た
決
定
を
通
じ
て
解
決
す
べ
き
裁
判
官
の
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
三
条
）」（L

O
REN

ZET
T
I, 

Ricardo Luis, 

“Introducción al Código Civil y Com
ercial

”, 

以
下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
参
照
。http://w

w
w

.nuevocodigocivil.com
/

w
p-content/uploads/2015/02/Introduccion-al-Codigo-Civil-y-Com

ercial.Por-Ricardo-L.-Lorenzetti.pdf, p. 2

）。

（
23
）　
「
序
編
は
民
法
典
や
他
の
体
系
へ
の
入
り
口
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
規
律
さ
れ
る
全
事
案
に
と
っ
て
大
き
な
意

義
の
あ
る
一
連
の
条
文
を
そ
の
内
容
と
し
て
い
る
。
そ
の
有
用
性
は
、
原
則
及
び
規
則
に
基
づ
く
体
系
の
中
で
の
合
理
的
な
法
的
議
論
に

焦
点
を
当
て
た
一
連
の
基
本
的
方
向
性
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
法
の
適
用
及
び
解
釈
の
分
野
に
お
い
て
自
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
、
疑
う
余
地
の
な
い
広
範
な
効
果
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
法
分
野
に
お
い
て
言
及
さ
れ
得
る
も
の
と
な
る
」（L

O
REN

ZET
T
I, 

Ricardo L., 

“Com
entario al título prelim

inar y artículos 1 a 18

”, en: L
O
REN

ZET
T
I, Ricardo L., Código Civil y com

ercial 
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de la N
ación Com

entado, Buenos A
ires, Rubinzal, 2015, t. I, p. 25

）。

（
24
）　

厳
密
に
い
え
ば
、M

aría Susana N
ajurieta, M

aría Elsa U
zal, A

driana D
reyzin de K

lor, M
arcelo Iñiguez

を
メ
ン

バ
ー
と
す
る
国
際
私
法
に
関
す
る
規
範
の
起
草
委
員
会
は
、
外
国
判
決
の
承
認
・
執
行
に
関
す
る
規
範
を
起
草
し
法
典
法
案
に
組
み
入
れ

て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
基
本
法
典
を
規
律
す
る
内
容
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
、
ま
た
、
手
続
法
に
関
す
る
州
の
権
限
事

項
に
留
保
さ
れ
て
い
る
側
面
を
侵
害
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
外
国
判
決
の
承
認
・
執
行
に
関
す
る
規
範
は
最
終
法
案
か
ら
削
除

さ
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、U

ZA
L, M

aría Elsa, 

“Lineam
ientos de la reform

a del D
erecho internacional privado en el 

Código Civil y Com
ercial de la N

ación

”, Suplem
ento E

special - N
uevo Código Civil y Com

ercial, La Ley online, 
noviem

bre, 2015, p. 247.

（
25
）　

法
性
決
定
を
行
う
方
法
に
関
す
る
定
義
を
導
入
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
法
典
草
案
理
由
書
（Fundam

entos del 
A

nteproyecto del Código
）
に
お
け
る
起
草
者
ら
の
説
明
に
よ
れ
ば
、「
法
性
決
定
の
問
題
の
た
め
の
規
定
を
導
入
し
な
い
こ
と
は
適

切
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
法
性
決
定
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
は
、
裁
判
官
に
抽
象
的
基
準
に
従
っ
て
推
論
す
る
こ
と
を
義
務
化
す
る
の
で
は
な

く
、
国
際
私
法
学
が
そ
の
発
達
を
続
け
る
余
地
を
残
す
こ
と
が
好
ま
し
い
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。」

（
26
）　
「
こ
の
分
野
は
、
最
高
裁
判
所
判
例
が
認
め
る
よ
う
に
、
連
邦
の
権
限
事
項
に
属
す
る
性
質
（naturaleza federal

）
を
有
す
る
。

な
ぜ
な
ら
、
外
国
国
家
の
裁
判
管
轄
に
対
し
て
、
当
該
国
の
裁
判
管
轄
に
関
す
る
主
権
行
使
の
範
囲
を
定
め
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
問
題

は
、
当
該
問
題
の
基
本
的
諸
制
度
を
提
示
し
つ
つ
、
ま
た
と
り
わ
け
各
特
別
分
野
一
つ
ひ
と
つ
を
取
り
扱
う
際
に
、
一
般
的
に
論
じ
ら
れ

て
い
る
」（C

O
M
ISIÓ

N R
ED
A
CT
O
RA, Fundam

entos del anteproyecto de Código Civil y Com
ercial de la N

ación, p. 234

）。

（
27
）　

こ
れ
ら
の
規
則
は
民
商
法
典
二
六
〇
二
条
か
ら
二
六
一
二
条
に
表
れ
て
い
る
。

（
28
）　
「
本
法
典
の
最
も
重
要
な
改
正
の
一
つ
は
、
契
約
を
め
ぐ
る
一
般
的
な
分
類
の
破
壊
で
あ
り
、
こ
れ
は
比
較
法
に
お
い
て
特
異
な
も

の
で
あ
る
。
自
由
裁
量
下
の
対
等
当
事
者
間
の
契
約
（
民
事
契
約
で
あ
ろ
う
と
商
事
契
約
で
あ
ろ
う
と
）
に
関
す
る
編
と
、
消
費
者
契
約

に
関
す
る
編
が
、
優
先
関
係
な
く
置
か
れ
、
し
た
が
っ
て
、
後
で
、
各
種
契
約
類
型
が
い
ず
れ
か
の
編
に
包
摂
さ
れ
る
」（
…
…
）「
民
商

法
典
は
、
契
約
総
則
に
関
す
る
章
の
中
に
置
か
れ
た
同
意
（consentim

iento
）
の
問
題
と
し
て
附
合
（adhesión

）
に
よ
っ
て
締
結
さ

れ
た
諸
契
約
を
規
律
す
る
。
あ
る
対
等
当
事
者
間
の
契
約
が
、
約
款
へ
の
附
合
契
約
に
よ
り
締
結
さ
れ
る
こ
と
が
起
こ
り
得
る
。（
…
…
）

「
二
編
の
違
い
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
、
な
ぜ
な
ら
、
一
方
の
編
で
は
、
対
等
性
が
支
配
し
、
ゆ
え
に
契
約
自
由
や
私
的
自
治
が
支
配
的
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で
あ
る
の
に
対
し
て
、
他
方
の
編
で
は
、
保
護
的
原
則
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
」（L

O
REN

ZET
T
I, Ricardo L., 

Fundam
entos de D

erecho privado. Código Civil y Com
ercial de la N

ación A
rgentina, Buenos A

ires, La Ley, 2016, 
pp. 233-235

）。

（
29
）　

民
商
法
典
に
お
け
る
国
際
契
約
の
規
律
の
細
目
に
わ
た
る
研
究
に
関
し
て
、
以
下
を
参
照
。I U

D, Carolina, 

“Contratos 
internacionales en el Código Civil y Com

ercial argentino 2014

”, A
nuario de la A

sociación A
rgentina de D

erecho 
internacional, 2015. 

次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
参
照
。http://w

w
w

.aadi.org.ar/adm
in/im

agenesBD
/productos/A

A
D

I%
20X

X
IV

%
20

2015%
20PD

F.pdf y U
ZA
L, M

aria Elsa, 

“Los contratos internacionales en la argentina

”, en: F
ERN

Á
N
D
EZ A

RRO
Y
O, D

iego 
P. / M

O
REN

O R
O
D
RÍGU

EZ, José A
ntonio 

（D
irs.

）, Contratos internacionales, Biblioteca de D
erecho de la Globalización, 

A
SA

D
IP/O

EA
, W

ashington, 2016.

（
30
）　

当
事
者
自
治
の
行
使
の
た
め
の
諸
規
則
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
民
商
法
典
二
六
五
一
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
31
）　A

LL, Paula M
., 

“La regulación de los contratos internacionales en la argentina: el delgado equilibrio entre los 
hilos del pasado y los retos del futuro

”, R
evista de D

erecho Privado y Com
unitario, vol. 2016-3, p. 606. 

当
該
論
文
は
次

の
論
文
を
参
照
す
る
。S

CO
T
T
I, Luciana B., Incidencias del Código Civil y Com

ercial. D
erecho Internacional Privado, 

H
am

m
urabi, Buenos A

ires, 2015. 
同
様
に
、
民
商
法
典
草
案
理
由
書
で
は
、「
裁
判
官
に
付
与
さ
れ
る
例
外
的
諸
権
限
は
、
密
接
関

連
性
の
原
則
（principio de proxim

idad
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
契
約
に
関
す
る
国
際
私
法
制
度
に
柔
軟
性
を
付
与
す
る

も
の
で
あ
る
」（C

O
M
ISIÓ

N R
ED
A
CT
O
RA D

EL C
Ó
D
IGO C

IV
IL Y

 C
O
M
ERCIA

L, Fundam
entos del A

nteproyecto de Código Civil y 
Com

ercial de la N
ación, 

以
下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
参
照
。http://w

w
w

.nuevocodigocivil.com
/w

p-content/uploads/2015/02/5-
Fundam

entos-del-Proyecto.pdf

）。

（
32
）　A

LL, Paula M
., 

“La regulación de los contratos internacionales en la argentina: el delgado equilibrio entre los 
hilos del pasado y los retos del futuro

”, R
evista de D

erecho Privado y Com
unitario, vol. 2016-3, p. 608.

（
33
）　

メ
ル
コ
ス
ー
ル
加
盟
国
に
お
け
る
契
約
準
拠
法
の
規
律
に
関
し
て
は
、
以
下
を
参
照
。A

LL, Paula M
., 

“El derecho aplicable a 
los contratos internacionales en tiem

pos de interdependencia económ
ica. Reflexiones sobre la reglam

entación 
general de los contratos internacionales en los Estados del M

ercosur
”, Jurídica. A

nuario del D
epartam

ento de 



31

特集　シリーズ比較法シンポジウム二〇一八（一）

D
erecho de la U

niversidad Iberoam
ericana, vol. 35, 2005, pp. 93-124. 

以
下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
参
照
。https://revistas-colaboracion.

juridicas.unam
.m

x/index.php/juridica/article/view
File/11591/10602. 

メ
ル
コ
ス
ー
ル
加
盟
国
の
国
際
私
法
に
関
し
て
は
、

一
般
に
以
下
を
参
照
。F

ERN
Á
N
D
EZ A

RRO
Y
O, D

iego （ed.

）. E
l derecho internacional privado de los E

stados del M
E

R
CO

SU
R

, 
Buenos A

ires: Zavalía, 2003.

（
34
）　

民
商
法
典
の
国
際
私
法
に
お
け
る
法
源
の
体
系
に
関
し
て
は
、
以
下
を
参
照
。F

ELD
ST
EIN D

E C
Á
RD
EN
A
S, Sara L., 

“Prelación de 
las fuentes del derecho internacional privado en el nuevo Código

”, La Ley, 2015-E, p. 846.

（
35
）　

民
商
法
典
草
案
（anteproyecto de Código Civil y Com

ercial

）
に
付
さ
れ
た
理
由
声
明
（m

ensaje de fundam
entacion

）

で
は
、
法
源
と
し
て
非
常
に
多
く
の
規
定
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
に
お
け
る
判
例
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
様
々
な

解
決
が
活
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
際
私
法
の
分
野
に
関
す
る
現
代
的
立
法
か
ら
参
考
と
す
べ
き
点
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
（
一
九
九
四
年

ケ
ベ
ッ
ク
民
法
典
第
五
編
、
ベ
ル
ギ
ー
国
際
私
法
典
、
ス
イ
ス
国
際
私
法
に
関
す
る
連
邦
法
、
一
九
九
五
年
イ
タ
リ
ア
国
際
私
法
、
二
〇

〇
九
年
ド
イ
ツ
民
法
施
行
法
（A

cta Introductoria

）、
ペ
ル
ー
民
法
典
、
ウ
ル
グ
ア
イ
国
際
私
法
に
関
す
る
一
般
法
草
案
、
一
九
九
八

年
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
国
際
私
法
、
メ
キ
シ
コ
国
際
私
法
モ
デ
ル
法
草
案
等
）。
ま
た
、
一
八
八
九
年
及
び
一
九
四
〇
年
の
民
法
に
関
す
る
モ
ン

テ
ビ
デ
オ
条
約
（T

ratados de D
erecho Civil de M

ontevideo

）
や
、
一
九
二
八
年
の
国
際
私
法
に
関
す
る
ブ
ス
タ
マ
ン
テ
法
典

（Código de Bustam
ante de D

erecho Internacional Privado

）
に
加
え
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
け
る
効
力
の
有
無
を
問
わ
ず
、

国
際
組
織
に
由
来
す
る
条
約
な
ど
そ
の
他
の
法
源
か
ら
生
じ
た
法
文
が
慎
重
に
検
討
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
国
際
私
法
の
統
一
を
目
指
す
各

種
国
際
会
議
に
お
け
る
必
要
不
可
欠
な
諸
提
案
は
、
普
遍
的
な
も
の
に
つ
い
て
も
（
ハ
ー
グ
会
議
―
―
国
際
取
引
の
統
合
の
た
め
の
国
連

委
員
会
（Com

isión de N
aciones U

nidas para la U
nificación del Com

ercio Internacional

））、
大
陸
横
断
的
な
も
の
に
つ
い

て
も
（
米
州
国
際
私
法
専
門
会
議
［CID

IP

］）、
地
域
的
な
も
の
に
つ
い
て
も
（
メ
ル
コ
ス
ー
ル
、
Ｅ
Ｕ
）
考
慮
さ
れ
た
。（
…
…
）
疑

い
の
余
地
な
く
、
こ
れ
ら
の
諸
解
決
は
、
国
際
人
権
法
か
ら
着
想
を
得
た
も
の
で
あ
る
。」

（
36
）　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
け
る
外
国
法
の
適
用
に
関
し
て
、
比
較
法
国
際
ア
カ
デ
ミ
ー
のD

iego P. Fernández A
rroyo

及
びPaula 

M
. A

ll

ら
に
よ
る
報
告
書
参
照
。
“Argentina: T

he Changing Character of Foreign Law
 in A

rgentinian Legal System

”, 
Y

uko, N
ishitani 

（Ed.

）, T
reatm

ent of Foreign Law
- D

ynam
ics tow

ards Convergence?, Springer, Sw
itzerland, 2017, 

pp. 453-472.
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（
37
）　

国
際
商
事
仲
裁
法
（
法
律
第
二
七
四
四
九
号
）
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
会
に
よ
っ
て
二
〇
一
八
年
七
月
に
承
認
・
施
行
さ
れ
た
。
原
文

は
以
下
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。http://servicios.infoleg.gob.ar/infolegInternet/verN

orm
a.do?id=312719.

（
38
）　

か
か
る
見
解
を
補
強
す
る
と
、
国
際
法
規
範
を
含
む
節
は
、
―
―
二
五
九
四
条
に
お
い
て
―
―
、
同
条
に
含
ま
れ
る
法
律
関
係
の
規

律
を
命
じ
る
諸
法
源
を
指
定
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
様
々
な
国
内
法
令
に
関
連
す
る
状
況
に
お
い
て
、
条
約
的

法
源
、
す
な
わ
ち
国
際
的
な
条
約
や
協
定
が
定
め
る
も
の
を
第
一
に
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
裁
判
所
や
あ
ら
ゆ
る
法
律
実

務
家
に
対
し
て
示
す
こ
と
に
よ
り
、
憲
法
に
適
合
す
る
諸
規
範
の
優
先
順
位
を
確
立
す
る
こ
と
か
ら
」、
優
れ
て
教
育
的
な
機
能
を
果
た

し
て
い
る
（S

O
T
O, A

lfredo, 

“Com
entario a los artículo 2594 a 2671

”, en: A
LT
ERIN

I, Jorge H
oracio 

（D
ir. Gral.

）, Código 
Civil y Com

ercial Com
entado. T

ratado exegético, Buenos A
ires, La Ley, 2016, p. 983.

）。


